
血尿診断ガイドライン

はじめに

血尿診断のガイドラインを作成する重要な目的は 健康診断などで見いだされる尿潜血反応陽性者

の診療ガイドラインの作成にある。高齢女性では検診で尿潜血反応陽性の頻度は高い。内科的腎臓疾

患を含め種々の疾患の診断契機になる尿潜血反応陽性者に対して 医療経済効率を考慮し かつ健康

を守るためにどのように診断を進めていけばよいのかを提案することは 大切な社会的意義を持って

いる。肉眼的血尿患者は泌尿器科的疾患を想定した検査が進められるが 本委員会でも検討を行いガ

イドラインとして提唱した。長い歴史を重ねてきた学童検診における血尿の取り扱いも 再度検討の

上 ガイドラインとしてまとめた。尿試験紙潜血反応の感度が商品によって異なるという問題があっ

たが 年 月をもって日本で使用される尿試験紙潜血反応の規格統一の方向性が示され ま

た 臨床的に意味を持つ顕微鏡的血尿の程度の議論もふまえ ガイドラインを提唱することができ

た。

本血尿診断ガイドラインは日本泌尿器科学会 日本腎臓学会 日本小児腎臓病学会 日本臨床検査

医学会 日本臨床衛生検査技師会 厚生労働省：小児難治性腎尿路疾患の早期発見 診断 治療・管

理に関する研究班で共同して作成し 各学会 団体での討議承認を経て作成されたものである。

今後 本ガイドラインが広く実地に活かされ その経験を基にさらに検討を重ねてより良いものに

なっていくことを期待したい。

年 月

血尿診断ガイドライン検討委員会
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２ページ以降のノンブルをタイムズ・ニューローマン（Ｅ3024）に変更
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